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　　事業展開

調剤薬局事業調剤薬局事業

ヘルスケア事業ヘルスケア事業

医薬品卸事業医薬品卸事業

不動産事業不動産事業

コア事業コア事業

第二の成長エンジン第二の成長エンジン

㈱メディシン一光　

（医薬品卸事業）

㈱ヘルスケア一光　

（ヘルスケア事業）

㈱メディカル一光

（調剤薬局事業・不動産事業）

平安薬局㈱

（調剤薬局事業）

㈲メデコア

（調剤薬局事業）

㈱山梨薬剤センター

（調剤薬局事業）

☆医療と介護に特化

☆安全性を最優先

☆医療と介護に特化

☆安全性を最優先
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　　国民医療費の動向

　国民医療費と対国民所得比の年次推移

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■　国民医療費の対前年度増加額（兆円）

介護保険制度の導入により国民医療費の対象範囲が小さくなる

（厚生労働省）
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国民医療費(兆円)

国民所得に対する比率(％)

2007年度国民医療費

34兆1,360億円

（対前年比　1兆84億円増加　＋3.0％）

国民医療費の国民所得に対する比率

9.11％ （前年　8.87％　＋0.24P）

介護保険費用額の動向

2000年度　3兆6千億円

2007年度　6兆4千億円（2兆8千億円増加）

96年 97年 98年 99年 00年 01年 02年 03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年

28.5 28.9 29.6 30.7 30.1 31.1 31.0 31.5 32.1 33.1 33.1 34.1

0.4 0.7 1.1 ▲ 0.6 1.0 ▲ 0.1 0.5 0.6 1.0 ▲ 0.0 1.0

● ● ● ● ▲

● ● ● ● ● ●

前年対比増加額

診療報酬・薬価改定

医療保険自己負担

国民医療費

出所：厚生労働省
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　　調剤薬局業界を取り巻く環境

【診療種類別の概算医療費(全数）】 【調剤医療費と処方箋枚数の推移】

出所：厚生労働省

（兆円） （万枚）

訪問看護
0.3%

調剤医療費
15.8%

歯科診療費
7.6%

医科入院外
36.4%

医科入院
39.9%

12.4兆円

13.6兆円

0.1兆円

5.4兆円

2.6兆円

全体で34.1兆円（H20.4～H21.3）

医科入院

医科入院外

歯科診療費

調剤医療費

訪問看護

歯科診療にかかる診療費

医科入院外にかかる診療費

保険薬局を通じて支給される薬剤等の額（技術料と薬剤料の合計）

訪問看護療養費、老人訪問看護療養費およびそれぞれの基本利用料の合計

医科入院にかかる診療費

処方せん枚数
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　　調剤医療費と医薬分業率

出所：厚生労働省、日本薬剤師会

調剤医療費と医薬分業率

（兆円） （％）

調剤医療費は5兆4千億円、調剤市場は穏やかな拡大調剤医療費は5兆4千億円、調剤市場は穏やかな拡大

08年3月～9月の平均08年3月～9月の平均

◆分業率　上位の都道府県 ◆分業率　下位の都道府県

2008年9月 2007年9月 増減 2008年9月 2007年9月 増減

①秋田 76.3% 73.8% +2.5% ①福井 27.5% 25.4% +2.1%

②神奈川 72.0% 70.4% +1.6% ②和歌山　 34.1% 32.0% +2.1%

③佐賀 70.6% 69.3% +1.3% ③京都 37.4% 34.4% +3.0%

④新潟 70.0% 67.3% +2.7% ④徳島 38.4% 35.7% +2.7%

⑤宮城 69.1% 66.4% +2.7% ⑤愛媛 39.8% 37.4% +2.4%
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　　薬剤師数の推移と予測

（千人） （軒）

（
薬
剤
師
総
数
・
薬
局
の
従
事
者
数
）

（
薬
局
数
）

薬局数

平
成
24
年
4
月
か
ら

6
年
制
卒
業
生
が
増
加

H18年までの薬剤師総数および薬局の従事者数は、厚生労働省

「医師・歯科医師・薬剤師調査」を参照。薬局数は「薬事関係

業態数」を参照。H20年は当社の推定値。

受験者数 合格者数 合格率

15,189名 11,300名 74.40％

■　第94回薬剤師国家試験
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【平均寿命】（単位：歳）
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（単位：万人）

　　人口推移と平均寿命

【人口推移】

6.3％
9.1％

12.1％
17.4％

23.1％
29.2％ 31.8％

人口（万人） 平均寿命（歳）

出所：厚生労働省

67.74歳

72.92歳

79.29歳

86.05歳

0～64歳の人口

ピークは1988年（10,900万人）

1965 1980 1990 2000 2010 2020 2030

0～64歳 9,209 10,641 10,868 10,489 9,776 8,684 7,855

65歳以上 618 1,065 1,493 2,204 2,941 3,590 3,667

総人口 9,828 11,706 12,361 12,693 12,718 12,274 11,522

65歳以上の比率 6.3% 9.1% 12.1% 17.4% 23.1% 29.2% 31.8%

1965 1980 1990 2000 2008

男 67.74 73.35 75.92 77.72 79.29

女 72.92 78.76 81.90 84.60 86.05
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　　年齢区分による調剤医療費

（円）

【高齢者の調剤医療費（処方せん１枚あたりの単価）】

4月～9月 10月～3月 4月～9月 10月～3月 4月～9月 10月～3月

総数平均 6,860 6,978 7,266 7,371 7,467 7,643

60歳以上65歳未満 7,876 8,107 8,287 8,543 8,503 8,809

65歳以上70歳未満 8,072 8,299 8,472 8,716 8,645 8,969

70歳以上75歳未満 8,309 8,571 8,726 9,011 8,926 9,282

75歳以上 8,593 8,893 9,041 9,383 9,281 9,684

平成18年度 平成19年度 平成20年度

（単位：円）

年齢区分による処方せん１枚あたりの調剤医療費

総数平均

60歳～65歳未満

75歳以上

出所：厚生労働省「最近の調剤医療費（電算処理分）の動向」
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2005年 2025年

65歳以上世帯数（全体） 単独、夫婦のみの世帯数

全　体

1,901万世帯

全　体

1,355万世帯

うち単独、夫婦
のみの世帯

1,267万世帯

66.6%

65歳以上人口　2,576万人
（総人口に対し20.2％）

出所：国立社会保障・人口問題研究所

2025年、高齢者世帯は1,267万世帯超に2025年、高齢者世帯は1,267万世帯超に

62.8%

（万世帯）

　　高齢者世帯の将来推計

うち単独、夫婦
のみの世帯

851万世帯

1.5倍

65歳以上人口　3,635万人
（総人口に対し30.5％）
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改正薬事法（2009年6月1日施行）

薬剤師 登録販売者 情報提供

第１類医薬品 ○ × 義務

第２類医薬品 ○ ○ 努力義務

第３類医薬品 ○ ○ 不要

一般用医薬品の販売開始（２００９年６月１日に全面施行）

登録販売者制度

　2008年度合格者　　58,715名

　2009年度合格者　　 5,472名

１．日経新聞記事（2009.6.30）１．日経新聞記事（2009.6.30） ★規制緩和により大衆薬の値下げ広がる★規制緩和により大衆薬の値下げ広がる

ダイエー　一般用医薬品約280品目を平均30％値下げ

「第2類・3類」における1兆2千億円の成長市場の争奪戦が本格化

２．薬事日報（2009.7.17）２．薬事日報（2009.7.17） ★第1類医薬品の販売店率が急落★第1類医薬品の販売店率が急落

第1類医薬品の販売店舗と「第2類・3類」のみを販売する店舗に区分の動き

第1類医薬品の販売店舗は、約83％から大幅に低下

３．日経新聞記事（2009.8.24）３．日経新聞記事（2009.8.24） ★小売再編　業態超え加速★小売再編　業態超え加速

医薬品販売の規制緩和で、ドラッグとコンビニの垣根は低く--

流通企業の医薬品販売戦略が加速

４．主な連携企業４．主な連携企業

マツモトキヨシ⇔ローソン

クオール⇔ローソン

アインファーマシーズ⇔セブン＆アイHD

グローウェルHD⇔ミニストップ

ドラッグストアとコンビニの提携（医薬品販売事業と食品事業の連携）
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　　2010年2月期 第2四半期 連結ＰＬ

（単位：百万円）

第2四半期累計 計画比

計画 今期実績 増減額 計画比（％）

売 上 高 8,135 8,528 ＋392 104.8％

売 上 原 価 7,324 7,608 ＋284 103.9％

売 上 総 利 益 810 920 ＋109 113.6％

販 管 費 450 450 0 100.0％

営 業 利 益 359 470 ＋111 130.9％

経 常 利 益 301 413 ＋112 137.2％

四 半 期 純 利 益 143 201 ＋58 140.6％

☆第２四半期連結実績は、売上の増加と経費の効率運用により順調に推移

　～今期にて、７期連続の増収増益見込み（経常利益ベース）

☆第２四半期連結実績は、売上の増加と経費の効率運用により順調に推移

　～今期にて、７期連続の増収増益見込み（経常利益ベース）

第2四半期累計 前期比

前期実績 今期実績 増減額 前期比（％）

売 上 高 7,937 8,528 ＋591 107.5％

売 上 原 価 7,158 7,608 ＋449 106.3％

売 上 総 利 益 778 920 ＋141 118.2％

販 管 費 460 450 △10 97.8％

営 業 利 益 318 470 ＋151 147.7％

経 常 利 益 258 413 ＋155 160.1％

四 半 期 純 利 益 120 201 ＋81 167.9％

（単位：百万円）

【コメント】

①売上増加により売上総利益が増加

　 ＋109百万円

②販管費は計画どおり

③営業利益は470百万円となり計画比

　 30.9％増

【コメント】

①売上増加　＋591百万円

　 調剤薬局事業 売上増加　＋498百万円

　 その他事業売上増加　＋93百万円

②販管費は前期比△10百万円　

　 諸経費及び採用費用の減少等

【計画比】

【前期比】
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　　2010年2月期 第2四半期（連結）
　 売上総利益

（単位：百万円）

第2四半期累計 計画比

計画 今期実績 増減額 計画比（％）

売 上 高 8,135 8,528 ＋392 104.8％

（ 材 料 費 ） 5,487 5,827 ＋340 106.2％

粗 利 益 2,648 2,701 ＋52 102.0％

（％） 32.55％ 31.67％ － 0.88％

（ 労 務 費 ） 1,288 1,253 △35 97.3％

（ 設 備 関 係 費 ） 316 306 △10 96.8％

（ 諸 経 費 ） 231 219 △12 94.8％

売 上 総 利 益 810 920 ＋109 113.2％

☆売上総利益が大幅に改善　　計画比　＋109百万円　　前期比　＋142百万円

　～店舗効率の向上と、メディカル一光グループ企業の成長

☆売上総利益が大幅に改善　　計画比　＋109百万円　　前期比　＋142百万円

　～店舗効率の向上と、メディカル一光グループ企業の成長

【コメント】

１．調剤の売上増加　＋395百万円

２．売上総利益増加　＋109百万円

　　①売上増加要因　＋52百万円

　　②労務費の計画比減少　△35百万円

　　　（新店舗要因、予備費ほかの減少）

　　③設備関係費は賃借料の減少等

　　　（賃借物件がｸﾞﾙｰﾌﾟ会社所有となる）

　　④諸経費の減少　△12百万円

（単位：百万円）

第2四半期累計 前期比

前期実績 今期実績 増減額 前期比（％）

売 上 高 7,937 8,528 ＋591 107.5％

（ 材 料 費 ） 5,447 5,827 ＋380 107.0％

粗 利 益 2,490 2,701 ＋211 108.5％

（％） 31.37％ 31.67％ － 0.30％

（ 労 務 費 ） 1,204 1,253 ＋49 104.1％

（ 設 備 関 係 費 ） 300 306 ＋6 102.0％

（ 諸 経 費 ） 206 219 ＋13 106.3％

売 上 総 利 益 778 920 ＋142 118.3％

【コメント】

１．調剤の売上増加　＋498百万円

　 ・その他事業の売上増加　＋93百万円

２．売上総利益要因　＋142百万円

　　①前期は薬価改定要因　△45百万円

　　②労務費の増加　＋49百万円

　　　（調剤事業＋21百万円、新規事業＋27百万円）

　　③設備関係費は新規事業ほか

　　④諸経費の増加　＋13百万円

　　　（新規事業ほか）

【計画比】

【前期比】
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　　2010年2月期 第2四半期（連結）
販管費

（単位：百万円）

第2四半期累計 計画比

計画 今期実績 増減額 計画比（％）

売 上 高 8,135 8,528 ＋392 104.8％

売 上 総 利 益 810 920 ＋109 113.6％

（ 人 件 費 ） 242 248 ＋6 102.5％

（ 設 備 関 係 費 ） 61 65 ＋4 106.6％

（ 諸 経 費 ） 146 136 △10 93.2％

販 管 費 合 計 450 450 0 100.0％

（％） 5.53％ 5.28％ － △0.25％

（ 営 業 利 益 ） 359 470 ＋111 130.9％

☆販管費の現状維持が保たれており、販管費率は低下　計画比　△0.25％　　前期比　△0.52％

　～店舗効率の向上により、メディカル一光グループ企業の収益が安定

☆販管費の現状維持が保たれており、販管費率は低下　計画比　△0.25％　　前期比　△0.52％

　～店舗効率の向上により、メディカル一光グループ企業の収益が安定

【コメント】

①販管費　計画比増減なし

　 （販管費率　計画比　△0.25％）

②人件費の増加　＋6百万円

　・新規事業への人員増強

③設備関係費の増加　＋4百万円

　・子会社費用が中心（償却含む）

④諸経費の減少　△10百万円

　・採用費用等が計画比減少

（単位：百万円）

第2四半期累計 前期比

前期実績 今期実績 増減額 前期比（％）

売 上 高 7,937 8,528 ＋591 107.5％

売 上 総 利 益 778 920 ＋142 118.3％

（ 人 件 費 ） 239 248 ＋9 103.8％

（ 設 備 関 係 費 ） 60 65 ＋5 108.3％

（ 諸 経 費 ） 160 136 △24 85.0％

販 管 費 合 計 460 450 △10 97.8％

（％） 5.80％ 5.28％ － △0.52％

（ 営 業 利 益 ） 318 470 ＋152 147.8％

【コメント】

①販管費　前期比　△10百万円

　（販管費率　前期比　△0.52％）

②人件費の増加　＋9百万円

　・子会社を含めた事業部・営業部の強化

③設備関係費の増加　＋5百万円

　・子会社費用が中心（償却含む）

④諸経費の減少　△24百万円

　・採用費用等が計画比減少

【計画比】

【前期比】
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（単位：百万円）

　　セグメント別 実績

09年2月期　第2四半期 10年2月期　第2四半期 前期比
第 2 四 半 期 累 計

構成比 構成比 増減額 増減率

【 売 上 高 合 計 】 7,937 100.0％ 8,528 100.0％ ＋591 7.5％

調 剤 薬 局 事 業 7,426 93.6％ 7,924 92.9％ ＋498 6.7％

医 薬 品 卸 事 業 273 3.4％ 314 3.7％ ＋41 15.0％

ヘ ル ス ケ ア 事 業 200 2.5％ 253 3.0％ ＋52 26.2％

不 動 産 事 業 37 0.5％ 36 0.4％ 0 △0.5％

内 部 売 上 相 殺 78 1.0％ 96 1.1％ ＋17 22.6％

（単位：百万円）

☆前年同期比は各事業とも増収・増益を確保

☆ヘルスケア事業は、介護施設の運営、医療施設等の賃貸業務を行っています

　介護施設は、現在3施設を運営

☆前年同期比は各事業とも増収・増益を確保

☆ヘルスケア事業は、介護施設の運営、医療施設等の賃貸業務を行っています

　介護施設は、現在3施設を運営

第 2 四 半 期 累 計
09年2月期　第2四半期 10年2月期　第2四半期 前期比

構成比 構成比 増減額 増減率

【 営 業 利 益 合 計 】 318 － 470 － ＋151 47.7％

[ 共 通 経 費 除 く ] 526 100.0％ 681 100.0％ ＋155 29.5％

調 剤 薬 局 事 業 462 88.0％ 599 88.1％ ＋137 29.7％

医 薬 品 卸 事 業 11 2.2％ 21 3.1％ ＋9 81.0％

ヘ ル ス ケ ア 事 業 38 7.4％ 39 5.9％ ＋1 2.8％

不 動 産 事 業 12 2.4％ 19 2.9％ ＋7 56.8％

共 通 経 費 207 39.5％ 210 31.0％ ＋3 1.6％

（単位：百万円）
（注１）　不動産事業は、一般不動産の賃貸のみ（商業施設、ホテル賃貸等）

（注１）　不動産事業は、一般不動産の賃貸のみ（商業施設、ホテル賃貸等）
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395

639 672

3.2%

4.4% 4.2%

200

400

600

800

07年2月期 08年2月期 09年2月期 10年2月期

0.0%

1.0%

2.0%

3.0%

4.0%

5.0%

6.0%

薬価改定 薬価改定

　　業績推移

07年2月期 08年2月期 09年2月期 10年2月期

当初計画 上期計画増

売 上 高 12,362 14,662 16,068 16,282 ＋392

販 管 費 701 821 888 864 0

（％） （5.6％） （5.6％） （5.5％） （5.3％） －

営 業 利 益 428 712 749 756 ＋111

（％） （3.5％） （4.9％） （4.7％） （4.6％） －

経 常 利 益 395 639 672 672 ＋112

（％） （3.2％） （4.4％） （4.2％） （4.1％） －

当 期 純 利 益 46 289 329 331 ＋58

（％） （0.4％） （2.0％） （2.0％） （2.0％） －

（単位：百万円）

（百万円）

☆2010年　通期計画は現在策定中。10月末までには開示させていただきます。☆2010年　通期計画は現在策定中。10月末までには開示させていただきます。

経常利益率

経常利益
計画策定中
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（百万円）

　　　売上高・経常利益の推移

7,937 8,528

第2四半期実績

対前期比+7.4％

（業績予想）

計画策定中

2004.11

JASDAQ上場

2004.11

JASDAQ上場

純資産
（百万円）

1,639 2,015 2,145 2,101 2,683 2,826 3,070

１株配当金
（円）

3,000 3,600 3,600 3,600 4,000 5,000 －

売上高

経常利益

（配当金は実績）
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　　2010年2月期 第2四半期 連結ＢＳ

09年2月期 10年2月期 第2四半期

構成比 構成比
増減額 当期の増減要因

　流動資産 3,946 39.3％ 4,687 42.5％ ＋741

現預金 1,435 14.3％ 2,015 18.3％ ＋580

売掛金 1,715 17.1％ 1,839 16.7％ ＋123

その他 795 7.9％ 832 7.5％ ＋37

現預金

売掛金

たな卸資産

＋580

＋123

＋9

　固定資産 6,100 60.7％ 6,342 57.5％ ＋241

有形固定資産 4,072 40.5％ 4,296 38.9％ ＋223

無形固定資産 1,069 10.6％ 1,107 10.0％ ＋38

その他 958 9.5％ 938 8.5％ △20

　資産合計 10,047 100.0％ 11,030 100.0％ ＋982

㈲カナエ連結（介護施設）

新店投資（土地・建仮）

減価償却費

のれん償却

㈲カナエのれん

＋250

＋53

△108

△39

＋74

　流動負債 3,912 38.9％ 4,561 41.4％ ＋648

買掛金 2,123 21.1％ 2,335 21.2％ ＋212

借入金 1,354 13.5％ 1,729 15.7％ ＋374

その他 434 4.3％ 496 4.5％ ＋61

　固定負債 3,227 32.1％ 3,393 30.8％ ＋166

長期借入金 2,876 28.6％ 3,030 27.5％ ＋154

その他 351 3.5％ 362 3.3％ ＋11

買掛金の増加

未払法人税等

長期借入金

（内、カナエ分）

＋212

＋58

＋529

（＋283）

　純資産合計 2,907 28.9％ 3,075 27.9％ ＋167

　負債・純資産合計 10,047 100.0％ 11,030 100.0％ ＋982

利益剰余金

（配当金支払

＋153

△48）

（単位：百万円）
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　　2010年2月期 第2四半期 連結ＣＦ

09年2月期

通期

10年2月期

第2四半期
合　算

営 業 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー
588 478 ＋1,067

投 資 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー
△422 △94 △516

財 務 活 動 に よ る

キ ャ ッ シ ュ フ ロ ー
△606 196 △410

現 金 等 の 増 減 額 △440 580 ＋139

（単位：百万円）

09年2月期

通期

10年2月期

第2四半期
増減額

現 金 等 の 期 首 残 高 1,868 1,428 △440

現 金 等 の 期 末 残 高 1,428 2,008 ＋580

（単位：百万円）

【営業活動によるＣＦ】

税金等調整前純利益 ＋396

減価償却費、のれん償却費 ＋148

売上債権の増加　　　　　　 △123

仕入債務の増加　　　　　 　 ＋211

法人税の支払い　　　 △144

【財務活動によるＣＦ】

長短借入金の調達・返済　　　 ＋242

配当金の支払い　　　 　 △48

【投資活動によるＣＦ】

有形固定資産の取得 　　 　 　△65

第2四半期の要因

＜その他の投資＞

H21年3月に㈲カナエを100％子会社化

（介護付き有料老人ホームの資産会社）

　固定資産257、長期借入金287

　資産合計302

～連結会社となり、投資には含まれていない
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06年2月期 07年2月期 08年2月期 09年2月期
10年2月期

第2四半期
合　計

調剤薬局事業 ２８７ ７８８ ６４７ ７１ ５３ １,８４６

（新店舗） ２８７ ８１ ５５ ７１ ５３ ５４７

（Ｍ＆Ａ） ー ７０７ ５９２ － － １,２９９

介護事業 ０ ２７ ９３ ３２４ ５ ４４９

メディカルモール １ ８９ １９ － ０ １０９

不動産事業他 ５２ ３６２ ２９ ２ ３１ ４７６

合　計 ３４０ １,２６６ ７８８ ３９７ ９０ ２,８８１

（単位：百万円）

　　主な投資内訳

（単位：百万円）【フリー・キャッシュフロー】

【投資内訳】

06年2月期 07年2月期 08年2月期 09年2月期
10年2月期

第2四半期
合　計

営業キャッシュ･フロー ６０５ ５１５ ３５０ ５８８ ４７８ ２,５３６

投資キャッシュ･フロー △４２３ △１,２１５ △９２７ △４２２ △９４ △３,０８１

フリー･キャッシュフロー １８２ △７００ △５７７ １６６ ３８４ △５４５



Ⅰ．当社の事業展開

Ⅲ．第2四半期決算概要

Ⅳ．セグメント別事業展開

Ⅱ．事業を取り巻く環境変化

Ⅳ．セグメント別事業展開
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3.7%
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0.4%

調剤薬局事業 医薬品卸事業 ヘルスケア事業 不動産事業

　セグメント別の展開

調剤薬局事業

医薬品卸事業 ヘルスケア事業 不動産事業

事業部門別売上高推移　（単位：百万円）

医薬品卸事業 調剤薬局事業

医　療・介　護

総合サービス事業介護事業

昭和55年～ 昭和60年～ 平成19年～

※07.2期から09.2期は実績値、10.2期は計画値および第２四半期の実績値

計画策定中

計画策定中 計画策定中

計画策定中

ｾｸﾞﾒﾝﾄ変更後
に置き直し
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　　調剤薬局事業
　　既存店、新規店別の売上高

09年2月期

第2四半期累計

10年2月期

第2四半期累計
増減額 前期比 備　考

売 上 高 7,426 7924 ＋498 106.7％

既 存 店 7,231 7639 ＋408 105.6％

0 9 . 2 期 出 店 195 285 ＋90 146.2％ 2店舗（上期1、下期1）

1 0 . 2 期 出 店 0 0 － － 2店舗（下期2）

閉 局 店 0 0 － －

☆既存店売上が増加（前年比　＋5.6％）

☆新規店舗は09.2期 2店舗、10.2期は下期に2店舗を予定

☆既存店売上が増加（前年比　＋5.6％）

☆新規店舗は09.2期 2店舗、10.2期は下期に2店舗を予定

（単位：百万円）【売上構成】

【月次売上の前年比較】

1,366 1,367

1,250

1,292

1,354

1,295

1,263 1,272

1,228
1,191

1,278

1,194

1,100

1,150

1,200

1,250

1,300

1,350

1,400

3月 4月 5月 6月 7月 8月

10年2月期

09年2月期
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　　調剤薬局事業
　　売上原価と売上総利益

08年2月期 09年2月期
10年2月期

第2四半期累計

10年2月期

第2四半期累計前年通期

との比較
実績 構成比 実績 構成比 実績 構成比 計画 増減額

　売上高合計 13,687 100.0％ 15,008 100.0％ 7,924 100.0％ 52.8％ 7,531 ＋393

薬剤料 10,607 77.5％ 11,687 77.9％ 6,249 78.9％ 53.5％ 5,868 ＋381

技術料 2,994 21.9％ 3,223 21.5％ 1,628 20.5％ 50.5％ 1,618 ＋10

その他 86 0.6％ 98 0.7％ 47 0.6％ 48.0％ 45 ＋2

　売上原価合計 12,438 90.9％ 13,665 91.0％ 7,189 90.7％ 52.6％ 6,882 ＋307

材料費 9,552 69.8％ 10,527 70.1％ 5,602 70.7％ 53.2％ 5,262 ＋340

労務費 2,091 15.3％ 2,316 15.4％ 1,171 14.8％ 50.6％ 1,197 △26

設備関係費 481 3.5％ 490 3.3％ 245 3.1％ 50.0％ 244 ＋1

諸経費 314 2.3％ 332 2.2％ 171 2.2％ 51.5％ 179 △8

　売上総利益 1,251 9.1％ 1,347 9.0％ 735 9.3％ 54.6％ 649 ＋86

（単位：百万円）

☆薬剤料、技術料とも計画比増収

☆既存店の売上増加により、労務費率、諸経費率が低下し売上総利益を押し上げ

☆薬剤料、技術料とも計画比増収

☆既存店の売上増加により、労務費率、諸経費率が低下し売上総利益を押し上げ
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　調剤薬局事業
　　処方せん枚数、処方せん単価の前年比較

09年2月期

第2四半期

10年2月期

第2四半期
増　減 前年比

処方せん枚数（枚） 815,326 811,934 △3,392 99.6％

処方せん単価（円） 9,043 9,702 659 107.3％

薬剤料単価 7,079 7,696 617 108.7％

技術料単価 1,964 2,006 42 102.1％

【売上構成】
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6,800
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7,200

7,400
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7,800

8,000

3月 4月 5月 6月 7月 8月

09.2上期 10.2上期

1,850

1,875

1,900

1,925

1,950

1,975

2,000

2,025

2,050

3月 4月 5月 6月 7月 8月

09.2上期 10.2上期

【月別売上の前年比較】
薬 剤 料 技 術 料（円） （円）
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8,000
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9,500

10,000

07 上期 07 下期 08 上期 08 下期 09 上期

　　調剤薬局事業
　　処方せん単価の推移

全薬局平均は厚生労働省の「最近の医療費（電算処理分）の動向」を参照

（円）
【調剤薬局　全店舗】

第23期中間 第25期中間 増減

店舗数(店) 68 71 ＋3

薬剤料売上(百万円) 5,027 6,249 ＋1,222

技術料売上(百万円) 1,469 1,628 ＋159

1枚あたり処方せん単価 8,363 9,702 ＋1,339

(薬剤料単価／円) 6,472 7,696 ＋1,224

(技術料単価／円) 1,891 2,006 ＋115

【病院　門前店舗】

第23期中間 第25期中間 増減

店舗数(店) 40 43 ＋3

薬剤料売上(百万円) 3,975 5,141 ＋1,166

技術料売上(百万円) 946 1,116 ＋170

1枚あたり処方せん単価 10,229 11,697 ＋1,468

(薬剤料単価／円) 8,263 9,610 ＋1,347

(技術料単価／円) 1,966 2,087 ＋121

【診療所　門前店舗】

第23期中間 第25期中間 増減

店舗数(店) 28 28 ＋0

薬剤料売上(百万円) 1,052 1,107 ＋55

技術料売上(百万円) 523 511 ▲12 

1枚あたり処方せん単価 5,328 5,849 ＋521

(薬剤料単価／円) 3,558 4,000 ＋442

(技術料単価／円) 1,769 1,848 ＋79

増加差額

+596円

増加差額

+596円

1,112円

処方せん単価の推移

全薬局平均

＋740円

第23期 第24期 第25期

当社平均

＋1,339円
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　　調剤薬局事業
　　出店状況

1道2府９県に７1店舗展開1道2府９県に７1店舗展開

北海道 2

奈良 1

滋賀 3京都 8
兵庫 4

島根 1
神奈川 3

山梨 1

福井 4

愛知 4

大阪 9 三重 31

区分 病院 診療所 合計

店舗数 ４３ ２８ ７１
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194

174

120

140

160

180

200

220

240

05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

当社平均

同業４社 平均

　　調剤薬局事業
　　１店舗あたりの年間売上高

（百万円） １店舗あたりの年間売上高

（単位：百万円）

05年度 06年度 07年度 08年度 09年度

期末店舗数 ６１ ６７ ６９ ７１ ７１
当　社

1店舗売上高 １６３ １７４ １９８ ２１１ ２２３

期末店舗数 ３７９ ４１５ ５１８ ５６４
同業４社

1店舗売上高 １９２ １８６ １８２ １９４

出所：各社 開示資料



　調剤薬局事業
　　１店舗あたりの年商推移
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115.6
130.4 129.2

138.5
150.8

163.3
174.2

198.3

223.2
211.3

96.7

0

40

80

120

160

200

240

15期 16期 17期 18期 19期 20期 21期 22期 23期 24期 25期

（百万円） 2.32.3倍に増加倍に増加

36 40 42 47 52 58 61 67 69 71 71

※調剤店舗数（期末）

25期は上期の調剤売上高を年間ベースにして算出
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　　医薬品卸事業
　　事業内容と内部売上高

取扱いメーカー

　沢井製薬株式会社

　 大洋薬品工業株式会社

　他13社

販売先

　三重県、岐阜県下の医療機関

　 三重県：400軒

　 岐阜県：60軒

（単位：百万円）

（単位：百万円）

666
733

840

70 98
158

193

597

0

300

600

900

07.2期 08.2期 09.2期 10.2期

全売上高

内部売上高

（百万円）

■　医薬品卸事業の売上高（内部売上高を含む）

10年2月期

第2四半期累計
計画比

計画 実績 増減額 計画比

　売上高合計 393 407 ＋14 ＋3.5％

医療機関売上 311 314 ＋3 ＋1.0％

内部売上 82 93 ＋11 ＋13.4％

営業利益 18 21 ＋3 ＋17.6％

薬価改定 薬価改定

07.2期 08.2期 09.2期 10.2期(予)

　売上高合計 597 666 733 840

医療機関売上 527 568 575 647

内部売上 70 98 158 193

営業利益 25 28 27 45

計画

① 医療機関に関して

　　処方箋料の加算

　　処方箋様式の変更

② 調剤薬局に対して 　

調剤体制加算　4点

■　2008年4月　ジェネリック医薬品の使用促進策

③ 国立病院における使用

　　促進

④追補収載

　 2008年度から5月と

　 11月の年2回

薬価改定



12.2

16.4 16.8 17.1 16.9 17.2 18.0 18.3

30.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

35.0

02年 03年 04年 05年 06年 07年 08年 09年4月 12年度

3333

　　医薬品卸事業
　　ジェネリック医薬品市場

ジェネリック医薬品の国内シェア（数量ベース）
（％）

出所：日本ジェネリック製薬協会　⇒02年から07年

厚生労働省（医療費の動向）　⇒08年、09年4月

政府目標
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5,011

5,335
5,433 5,481

5,639

5,975

5.4%
5.6%
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6.2%

6.5% 6.5%

4,400
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5,800

6,000

H18（4～3） H19（4～9） H19（10～3） H20（4～9） H20（10～3） H21（4）

5.0%

5.5%

6.0%

6.5%

7.0%

薬剤料単価 後発品割合（％）

　　医薬品卸事業
　　ジェネリック医薬品使用率

出所：厚生労働省「最近の調剤医療費（電算処理分）の動向」

１．薬剤料単価に占める後発品の使用割合は増加

２．追補収載（後発医薬品として薬価収載されたもの）

①毎年、５月と11月の年２回実施

②ジェネリック医薬品市場は拡大

全薬局の平均薬剤料単価と後発品の使用割合

（円）

薬価改定薬価改定

薬価改定薬価改定

271 299 310 340 367 388

後発品（金額）
（金額ベース）
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有料老人ホームの運営／医療関連施設の賃貸有料老人ホームの運営／医療関連施設の賃貸有料老人ホームの運営／医療関連施設の賃貸

（単位：百万円）

鳳光苑（島根県簸川郡）

ハーモニーハウス津 出雲鳳光苑（島根県出雲市）

　　ヘルスケア事業

2009年2月期 2010年2月期

上期実績 下期実績 通期実績 上期実績 下期計画 通期計画

売 上 高 200 210 410 253

営 業 利 益 38 3 41 39
策定中 策定中

HISAIﾒﾃﾞｨｶﾙﾓｰﾙ
医療法人財団

公仁会鹿島病院



　ヘルスケア事業の推進

総合病院

調剤薬局

メディカルモール

有料老人ホーム

【医療・介護のビジネスモデル】

久居センター薬局

（調剤薬局事業）

ハーモニーハウス津

（ヘルスケア事業）

HISAIメディカルモール

（ヘルスケア事業）
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三重大学小児科主催のサマーキャンプを後援三重大学小児科主催のサマーキャンプを後援

「三重大学小児科血液腫瘍外来サマーキャンプ２００９」

開催日：２００９年８月１日（土）～２日（日）

場　所：おおみや青少年旅行村大滝峡キャンプ場（三重県度会郡大紀町）

参加数：１５０名

「三重大学小児科血液腫瘍外来サマーキャンプ２００９」

開催日：２００９年８月１日（土）～２日（日）

場　所：おおみや青少年旅行村大滝峡キャンプ場（三重県度会郡大紀町）

参加数：１５０名

　　ＣＳＲ活動
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株式会社メディカル一光　株式会社メディカル一光　IRIR担当担当

電話：電話：059059--226226--11931193（代表）（代表）

FAXFAX：：059059--227227--61076107
EE--mailmail：：irir@@mm--ikkouikkou.co..co.jpjp
URLURL：：http://www.http://www.mm--ikkouikkou.co..co.jpjp

　　お問い合わせ先


	　事業展開
	　国民医療費の動向
	　調剤薬局業界を取り巻く環境
	　調剤医療費と医薬分業率
	　薬剤師数の推移と予測
	　人口推移と平均寿命
	　年齢区分による調剤医療費
	　高齢者世帯の将来推計
	   改正薬事法（2009年6月1日施行）
	　2010年2月期 第2四半期 連結ＰＬ
	　2010年2月期 第2四半期（連結）�　  売上総利益
	　2010年2月期 第2四半期（連結）�    販管費
	　セグメント別 実績
	　業績推移
	　売上高・経常利益の推移
	　2010年2月期 第2四半期 連結ＢＳ
	　2010年2月期 第2四半期 連結ＣＦ
	　主な投資内訳
	　セグメント別の展開
	　調剤薬局事業�　　既存店、新規店別の売上高
	　調剤薬局事業�　　売上原価と売上総利益
	　調剤薬局事業�　　処方せん枚数、処方せん単価の前年比較
	　調剤薬局事業�　　処方せん単価の推移
	　調剤薬局事業�　　出店状況
	　調剤薬局事業�　　１店舗あたりの年間売上高
	　調剤薬局事業�　　１店舗あたりの年商推移
	　医薬品卸事業�　　事業内容と内部売上高
	　医薬品卸事業�　　ジェネリック医薬品市場
	　医薬品卸事業�　　ジェネリック医薬品使用率
	　ヘルスケア事業
	　ヘルスケア事業の推進
	　ＣＳＲ活動
	　お問い合わせ先

